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久
遠
の
母
性
愛

斉

　
な
に
が
尊
い
か
、
あ
り
が
た
い
と

か
い
っ
て
も
母
親
の
子
に
対
す
る
純

翼
な
愛
ほ
ど
、
尊
く
あ
り
が
た
い
も

の
は
な
い
。
お
腹
を
い
た
め
血
肉
を

わ
け
て
子
供
を
世
に
送
り
出
し
、
そ

の
命
を
は
ぐ
く
み
守
っ
て
ゆ
く
た
め

母
は
ど
れ
だ
け
苦
労
を
す
る
か
し
れ

な
い
。
母
性
愛
は
つ
よ
い
本
能
で
人

間
に
限
ら
す
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
も

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
地
上
に
生
物
が

栄
え
る
。

　
近
頃
「
孝
行
」
と
い
う
こ
と
ぱ
は

あ
ま
り
使
わ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し

親
子
の
間
の
本
質
的
関
係
は
、
今
も

昔
も
か
わ
ワ
て
い
な
い
。
孝
行
の
こ

と
ば
が
喜
ぱ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
儒

教
の
考
え
方
か
ら
来
て
い
る
。
儒
教

で
は
孝
行
は
徳
の
本
な
ど
と
い
っ
て

外
か
ら
押
し
つ
け
、
あ
る
い
は
む
や

み
に
義
務
と
し
て
課
す
る
と
い
う
ふ

う
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
由
の
要
求
が

そ
れ
へ
の
反
発
を
感
じ
さ
せ
た
か
ら

で
あ
る
。
親
子
の
愛
情
は
自
然
の
発

露
で
あ
り
、
本
能
で
あ
っ
て
、
い
わ

ば
道
徳
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ご
く

自
然
に
、
順
調
に
親
子
の
聞
が
進
ん

で
ゆ
け
ぱ
、
そ
の
相
互
愛
は
当
然
の

び
て
ゆ
く
は
す
で
あ
る
。
親
チ
げ
ん

羅
騨
韓
墾

藤

大

馨

こ
れ
は
法
律
で
も
置
様
で
、
お
た
が

い
が
権
利
義
務
を
や
か
ま
し
く
詮
議

す
る
裁
判
な
ど
に
な
る
と
、
本
来
の

人
間
関
係
の
調
子
が
狂
っ
て
く
る
．

　
私
ど
も
は
親
子
の
生
命
一
体
観
で

考
え
て
ゆ
き
た
い
。
親
の
命
が
子
の

命
で
あ
る
。
親
の
命
の
連
続
が
子
の

命
で
あ
る
。
親
子
一
体
の
も
の
だ
か

ら
、
愛
情
は
自
然
の
発
露
で
あ
る
。

本
脳
的
な
自
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
道

徳
や
法
律
以
前
で
あ
る
。
そ
の
本
能

を
よ
く
守
り
育
て
て
ゆ
け
ば
、
相
互

愛
を
妨
げ
る
よ
う
な
、
ひ
び
も
入
ら

な
い
で
す
む
。
と
き
に
意
見
の
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
静
か
に
話
し

合
っ
て
ゆ
け
ぱ
よ
い
．
短
気
を
起
さ

す
冷
静
に
な
れ
ば
、
親
子
の
争
い
は

解
消
す
る
場
合
が
多
い
。

　
幼
い
と
き
か
ら
人
間
の
愛
情
を
子

供
に
よ
く
知
ら
し
て
お
け
ぱ
、
不
良

化
の
傾
向
を
抑
え
て
ゆ
く
力
に
も
な

一
る
。
愛
の
欠
乏
は
子
供
に
孤
独
感
を

起
こ
さ
せ
、
家
出
な
ど
の
不
良
化
の

原
因
に
な
る
。
親
と
子
供
は
体
が
別

別
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
別
々
の
も

の
だ
、
と
思
う
の
は
一
体
観
を
忘
れ

て
い
る
。
母
は
子
供
の
こ
と
を
明
け

暮
れ
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
心
使
い

は
並
大
抵
で
は
な
い
。
子
供
の
心
の

成
長
を
見
守
り
、
あ
や
ま
ち
の
な
い

よ
う
に
す
る
の
も
、
母
親
の
切
な
る

野
放
し
に
す
る
の
は
よ
く
な
い

　
私
の
知
人
に
子
供
の
た
め
一
生
を

捧
げ
た
母
親
が
い
る
。
女
の
愛
の
一

生
だ
っ
た
。
子
供
が
病
気
を
す
る
と

看
病
に
幾
夜
か
徹
夜
を
し
た
。
老
年

に
な
っ
て
は
、
毎
日
子
供
ら
の
う
ち

の
誰
か
の
こ
と
を
中
心
に
、
そ
の
家

族
の
こ
と
な
ど
を
考
え
て
暮
す
の
を

日
課
に
し
て
い
た
。
心
は
死
ぬ
窪
で

子
供
ら
と
共
に
あ
っ
た
．
ま
こ
と
に

深
刻
な
母
性
愛
の
権
化
と
も
い
う
べ

き
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も

う
一
つ
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
神
の
愛

と
か
仏
の
慈
悲
が
あ
る
。

　
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劇
で
最

後
の
死
の
場
面
で
次
の
よ
う
な
こ
と

ば
が
あ
る
「
永
遠
の
女
性
、
汝
を
ひ

き
て
ゆ
か
し
む
」
ー
ゲ
ー
テ
に
と
っ

願
い
で
あ
る
。
子
供
の
心
と
生
活
を
｝
て
永
遠
の
女
性
は
神
の
こ
と
だ
っ
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
一
・
仏
も
永
還
の
母
性
に
間
違
い
は
な
い

一

だ
か
ら
仏
は
親
さ
ま
だ
。
と
人
々
も

い
う
。
天
地
永
遠
の
母
性
を
恋
い
慕

う
気
持
が
、
信
仰
で
も
あ
ろ
う
か
。

一
念
仏
も
曝
奮
鐸
奮

勇
が
い
な
い
・

マ
い
な
る
も
の
撃
に
引
か
れ

…
大
な
る
愛
の
力
に
包
ま
れ
て
生
き
る

｛
気
持
ち
、
そ
れ
が
私
ど
も
の
心
を
安

嘉
に
す
る
・
肉
親
の
母
の
愛
慈

一
う
と
き
、
そ
の
根
源
に
永
遠
の
愛
の

女
性
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
永
遠

の
愛
が
肉
親
の
愛
と
し
て
発
現
さ
れ

る
と
思
う
と
き
、
天
地
大
愛
の
恵
み

蕪
鯉
る
藩
漣
る
．
大
愛

一
の
基
力
あ
る
カ
ら
　
人
間
の
有
限
な

一
愛
も
、
自
然
法
爾
に
湧
き
い
で
て
く

頴
に
ち
が
い
な
い
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倉
俣
部
落
は
、
釜
川
、
清
灘
川

の
合
流
地
点
と
し
て
、
古
く
か
ら

栄
え
た
土
地
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
昔
は
外
敵
に
お
そ
わ
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
山
を

後
に
川
を
前
と

い
っ
た
よ
う
に

自
然
を
う
ま
く

利
用
し
て
お
り

時
代
に
冨
士
の
巻
猟
に
出
役
し
た

と
言
う
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
倉

俣
部
落
は
大
変
古
く
か
ら
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
倉
俣
部
落
は
、
旧
倉
俣
村

の
役
場
所
任
地
で
、
現
在
倉
俣
診

〈
部
落
紹
介
〉

城
の
よ
う
な
地
形
の
所
が
一
番
最

初
に
人
間
が
住
み
つ
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
倉
俣
郷
は

歴
史
は
古
く
、
今
よ
り
約
七
百
数

　
十
年
前
の
建
久
年
聞
の
頼
朝
の

⑪

倉
俣
部
落

療
所
、
倉
俣
農
協
、
倉
俣
郵
便
局

小
甲
学
校
等
の
公
共
施
設
が
あ

り
、
部
落
の
職
種
も
い
ろ
く
で

公
務
員
、
大
工
、
板
金
工
、
土
工

熔
接
工
等
で
あ
る
が
、
半
数
以

上
の
八
十
％
は
展
業
で
生
計
を
豆

て
N
い
る
。
こ
の
ご
と
を
少
し
詳

し
く
述
べ
る
と
水
田
耕
作
面
積
百

ア
ー
ル
、
畑
三
十
六
ア
ー
ル
と

水
田
に
あ
っ
て
は
中
里
村
の
平
均

の
約
倍
の
耕
作
面
積
で
あ
り
、
ま

た
倉
俣
部
落
の
米
の
出
荷
数
量

　
　
　
　
　
　
は
．
四
千
八
百

　
　
　
　
　
　
俵
で
、
中
里
村

　
　
　
　
　
　
の
水
田
地
帯
で

　
　
　
　
　
　
も
あ
る
。

　
こ
の
部
落
に
は
、
ま
だ
未
開
発

の
土
地
が
多
く
あ
り
、
こ
の
土
地

の
開
発
に
よ
っ
て
、
今
後
の
農
業

地
帯
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
S
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亦
翻

｛
襯

｛
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小
川
　
明
男
（
一
短
）
十
日
晴
一

村
山
イ
ク
ヨ
（
二
三
）
　
桂
　
㎝

小
野
塚
善
博
（
一
一
六
）
上
　
山

村
山
　
イ
ミ
（
一
ず
）
東
田
沢

星
野
　
弘
治
（
一
一
八
）
田
　
沢

樋
ロ
ブ
ヂ
イ
（
∫
）
臼
羽
毛

大
島
　
康
正
（
一
ぎ
）
埼
玉
県

小
柳
キ
ミ
イ
（
二
も
如
来
寺

服
部
　
清
夫
（
∫
）
荒
　
屋

鈴
木
　
昌
子
（
一
ご
）
臼
羽
毛

津
畑
勇
一
（
一
一
四
）
十
日
町

南
雲
千
枝
子
（
ま
）
本
屋
敷

島
田
康
雄
（
一
一
六
）
倉
俣

桑
原
フ
ヨ
（
一
一
三
）
倉
俣

藤
ノ
木
伸
ズ
一
ガ
）
津
南
町

鈴
木
　
ム
ツ
（
一
一
四
）
臼
羽
毛

鈴
木
　
国
一
（
二
七
）
重
　
地

斉
冨
キ
ミ
子
（
一
一
も
倉
　
俣

池
田
　
民
治
（
二
四
）
田
　
沢

大
淵
キ
ノ
イ
（
∫
）
十
日
町

高
僑
房
義
（
二
八
）
十
日
町

滝
沢
カ
ツ
（
一
ε
田
中

佐
野
　
富
平
Q
四
）
十
日
町

中
島
ケ
ン
Q
四
）
堀
之
内

桑
原
和
正
食
八
）
津
南
町

山
田
ス
ミ
イ
（
一
一
四
）
清
田
山

◎
昇
天氏
名

羽
鳥
カ
ツ

渡
辺
進
太
郎

鈴
木
国
一
郎

山
本
フ
ク

井
ノ
川
正
平

年
令

（
七
〇
）

（
六
さ

（
六
〇
）

（
七
四
）

（
五
一
）

部
落
名

新
屋
敷
宮
中
重
地

　
桂
如
来
寺

（
三
面
よ
り
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

柿
の
若
葉
が
日
の
精
、
我
が
家
建
て

ら
れ
る

身
内
は
す
で
に
梅
雨
、
青
臭
き
菜
を

菰
で
る
　
　
　
　
　
栄
山

予
約
米
植
出
ま
わ
っ
て
メ
モ
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

分
校
生
徒
駆
く
九
十
九
折
（
つ
づ
ら

お
り
）
遠
郭
公

旅
行
パ
ス
待
つ
緑
蔭
の
貌
新
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

初
夏
の
陽
を
清
ら
か
に
受
く
尼
僧
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

急
ぐ
歩
を
引
き
止
め
て
咲
く
崖
の
藤

桐
の
花
咲
き
若
き
日
の
恋
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

陽
が
光
る
水
面
遠
近
大
田
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
美

菜
種
蒔
く
背
に
喜
び
の
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

“
ひ
ね
も
す
の
田
植
に
冷
え
て
耕
衣
脱

．
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

葬
列
の
鳴
咽
（
お
え
つ
）
は
初
夏
の

王
に
し
む
　
　
　
　
　
春
柳

ジ
ャ
ズ
う
た
い
植
田
を
ま
わ
る
首
振

っ
て
　
　
　
　
　
　
海
人

あ
や
め
折
る
素
顔
の
女
美
し
く

　
　
選
者
自
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

小
田
植
え
て
水
口
に
当
つ
る
泥
す
く

う母
妻
と
上
よ
り
招
く
棚
田
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

親
と
子
の
足
跡
見
い
る
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

羅
　
鷲
鐵

『じ
さ
い
の
花
ふ
と
恋
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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第
二
回
定
例
村
議
会

助
役
収
入
役
を
選
任

　
第
二
回
定
例
村
議
会
は
、
去
る
五

月
二
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
役
場
議

場
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
の
日
程

で
助
役
、
収
入
役
の
人
事
、
専
決
処

分
峯
項
の
承
認
、
本
任
度
第
一
回
補

正
予
算
、
常
任
委
員
会
付
託
串
件
審

査
報
告
な
ど
に
つ
い
て
　
慎
重
な
審

議
が
な
さ
れ
、
午
後
三
時
過
ぎ
散
会

し
た
。

　
付
議
さ
れ
た
事
件
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
．

◎
助
役
．
収
入
役
の
人
事

　
助
役
、
収
入
役
の
選
任
κ
つ
い
て

は
、
広
田
冨
左
衛
門
氏
、
藤
田
宇
一

氏
が
五
月
二
十
七
目
付
で
そ
れ
ぞ
れ

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
両
氏
の
再

任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た

も
の
で
、
結
果
は
賛
成
多
数
で
選
任

さ
れ
た
。

◎
専
決
処
分
事
項

　
こ
れ
は
、
村
税
条
例
の
一
部
改
正

と
、
四
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
の

補
正
で
、
ま
す
村
税
条
例
の
一
部
改

正
は
、
課
税
標
準
額
に
対
す
る
税
率

の
引
下
げ
で
、
こ
の
税
率
は
地
万
税

法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
税

畢
の
一
・
五
倍
ま
で
は
課
税
し
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
中
堅
村
は
標
準
税
廓
の
一
・
三

倍
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
一
・
二

倍
に
引
下
げ
た
も
の
。
こ
の
ほ
か
、

条
又
の
一
部
整
備
で
、
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
と
も
な
う
一
連
の
改
正

で
あ
る
。

　
四
十
三
年
度
予
算
の
補
正
は
、
災

害
復
旧
関
係
で
六
十
万
円
の
村
債
が

つ
い
た
た
め
の
、
財
源
補
正
が
な
さ

れ
た
も
の
で
、
畠
終
回
で
あ
る
。

◎
本
年
度
補
正
予
算

　
本
年
度
第
一
回
目
の
補
正
予
算
で

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
総
額
百
六

†
二
万
九
千
円
の
追
加
、
主
な
も
の

は
、
村
単
独
の
農
業
基
盤
整
備
亭
業

費
六
十
万
円
、
林
道
西
方
線
関
係
十

七
万
円
、
小
出
万
年
橋
設
計
委
託
料

五
十
一
万
円
、
学
校
施
設
災
害
復
旧

費
二
百
六
十
二
万
一
手
円
、
公
民
舘

費
十
三
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
る
．

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
総
額
三

万
円
の
補
正
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
朴
漁
業
金
融
公
庫

が
清
津
川
土
地
改
良
区
に
農
地
造
成

資
金
と
し
て
貸
付
け
た
四
千
六
百
八

十
二
万
円
に
つ
い
て
損
失
が
あ
っ
た

場
合
、
村
が
損
失
補
償
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
債
務
負
担
行
為
の
補
正

が
き
ま
っ
た
。

◎
請
願
審
査
報
告

　
去
る
三
月
の
第
一
回
定
例
村
議
会

に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
付
託
と
な

っ
て
い
た
請
願
に
つ
い
て
の
審
査
報

告
で
あ
る
．

　
ま
す
、
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
桂
、
藤
原
、
小
原
線
並
び
に

田
沢
本
村
に
通
す
る
村
道
改
良
工
箏

に
つ
い
て
の
請
願
は
採
択
、
農
業
経

済
常
任
委
員
会
付
記
と
な
っ
て
い
た

中
里
農
協
の
低
温
農
業
倉
庫
、
稚
蚕

共
同
飼
育
所
建
設
費
村
曹
助
成
に
つ

い
て
の
請
願
は
継
続
審
査
と
、
そ
れ

ぞ
れ
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
常

任
委
員
会
報
告
の
と
お
り
と
な
っ

た
。
　
こ
の
ほ
か
、
議
員
提
出
に
よ
り
、

食
管
制
度
堅
持
と
四
十
四
年
産
米
価

決
定
に
関
す
る
意
見
書
が
本
会
議
に

お
い
て
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
た
。

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
揚
水
機
運
転
を
開
始

　
去
る
六
月
七
日
、
程
島
地
内
に
あ

る
、
開
拓
バ
イ
ロ
ッ
ト
、
揚
水
機
の

通
水
式
が
行
な
わ
れ
た
。
送
水
管
の

吐
出
口
に
は
、
地
元
農
民
、
各
関
係

者
大
勢
見
ま
も
る
中
で
、
真
新
し
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
の
水

路
を
、
溢
れ
ん
ぱ
か
り
に
、
清
津
川

の
清
流
は
、
市
之
越
地
内
の
開
田
を

う
る
お
わ
し
て
い
っ
た
。

、
揚
水
機
場
、
幹
線
用
水
路
、
送
水

一
管
は
、
開
拓
バ
イ
ロ
ッ
ト
嚢
の
機

関
工
事
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
に

着
工
し
、
関
係
機
関
の
精
密
な
設

計
、
指
導
の
も
と
に
、
各
施
設
の
取

付
け
も
完
了
し
、
こ
の
程
こ
の
運
び

一
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
開
田
四
十
六

・
四
診
も
急
ビ
ッ
チ
で
仕
上
げ
を
す

る
一
方
、
市
之
越
部
落
に
お
い
て
は

共
同
田
植
え
が
行
な
わ
れ
た
．
部
落

　
　
　
　
　
　
　
騨

民
総
出
の
手
も
は
す
み
、
大
圃
塗
一

十
ア
ー
ル
区
画
の
美
田
も
、
た
ち
ま

ち
の
う
ち
に
、
緑
化
さ
れ
、
共
同
田

植
え
作
業
は
一
日
、
約
二
・
五
～
三

・
○
診
が
可
能
で
、
地
元
関
係
者

「
当
初
計
画
通
り
に
作
業
が
進
む
」

と
喜
ん
で
い
る
。

　
苗
は
田
植
え
作
業
に
準
じ
て
、
用

意
さ
れ
、
能
率
よ
い
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
年
は
、
田
植
え
か
ら

取
り
入
れ
ま
で
、
機
械
化
共
同
作
業

が
行
な
わ
れ
、
秋
に
は
四
十
六
・
四

診
の
開
田
に
も
「
稲
も
穂
が
重
し
」

と
頭
を
下
げ
、
地
元
民
を
ほ
＼
え
ま

す
こ
と
だ
ろ
う
．
【
写
真
は
、
送
水

｝
管
の
吐
出
口
に
て
清
津
の
清
流
を
見

守
る
関
係
者
、
下
は
通
水
式
に
て
揚

水
成
功
を
祝
し
万
才
三
唱
】

簡
易
生
命
保
険

　
積
立
金
還
元
融
資
さ
れ
る

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
、
災
害
関
連

事
業
（
重
地
頭
首
工
）
に
地
万
債
と

し
て
、
郵
政
省
の
簡
易
生
命
保
険
及

び
郵
便
年
盆
積
立
金
の
還
元
融
資
が

な
さ
れ
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の

還
元
融
資
と
共
に
、
加
入
者
の
人
運

の
共
同
の
財
産
の
運
用
で
あ
り
、
加

入
者
の
人
達
の
共
同
の
力
が
大
き
な

役
副
を
は
た
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
．
事
業
費
は
、
九
百
四
万
六
手
円

融
資
額
百
万
円
．
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年
金
の
通
算
と

　
　
　
　
　
脱
退
手
当
金

　
通
算
年
金
制
度
と
は

　
私
達
の
国
に
は
、
老
後
の
保
障
の

た
め
厚
生
年
金
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ま

ま
で
は
次
の
よ
う
に
長
期
間
一
つ
の

制
度
に
加
入
し
な
い
と
老
令
年
金
が

も
ら
え
な
い
と
い
う
の
が
年
金
制
度

の
弱
い
点
で
し
た
．

船
員
保
険

国
民
矩
金

厚
生
伍
金
保
険

各
種
共
済
組
合

＋
五
年

一
一
†
五
年

二
＋
年

一
一
＋
年

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

国
民
年
金
制
度
の
実
現
に
よ
っ
て
、

各
制
度
を
、
わ
た
り
歩
い
て
も
、
合

せ
て
二
十
年
な
り
二
十
五
年
の
資
格

期
聞
が
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

の
加
入
期
聞
に
応
じ
た
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
．
こ
れ
が
「
年
金
の
じ
ゅ

す
つ
な
ぎ
」
方
式
と
云
わ
れ
る
通
算

の
や
り
万
で
す
。
通
算
の
対
象
と
な

る
公
的
年
金
制
度
と
は

①
国
民
年
金

②
厚
生
年
金

③
船
員
保
険

④
国
家
公
務
員
共
済
組
合

⑤
地
方
公
務
員
共
済
組
合

⑥
地
方
団
体
職
員
共
済
組
合

⑦
公
共
企
業
体
職
昌
共
済
組
合

⑧
私
立
学
校
職
員
共
済
組
合

⑨
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

▽
支
給
要
件
は
次
の
い
づ
れ
か
に
該

当
す
れ
ぱ
よ
い
。

①
国
民
年
金
＋
そ
の
他
の
公
的
年
金

“
一
一
＋
五
年

　
厚
生
年
金
＋
国
民
年
金
以
外
の
年

金
ユ
一
＋
年

②
他
の
制
度
か
ら
老
令
退
職
給
付
を

　
う
け
る
こ
と
が
出
来
る
人
。

▽
被
保
険
者
の
配
偶
者
の
取
扱
い

　
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

の
配
偶
者
は
、
保
険
料
を
か
け
て
、

国
民
伍
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
な
お
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
と
き
で
も
、
そ
の
期
間
は
通
算

対
象
期
聞
と
な
り
ま
す
。

▽
脱
退
手
当
金
は

　
脱
退
手
当
金
は
、
職
場
で
五
葎
以

上
掛
金
し
た
人
は
、
六
十
才
に
な
っ

て
、
老
令
年
金
や
通
算
老
令
年
金
に

該
当
し
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
但
し
女
の
人
に
は
、
昭
和
四
十
六

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
退
職
し
た

人
は
、
二
年
以
上
掛
金
し
て
お
れ
ぱ
、

任
金
に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
を
う
け
て
し
ま
う
と
、

そ
の
期
間
は
被
保
険
者
で
な
か
っ
た

も
の
と
な
る
の
で
、
老
令
年
金
や
通

算
老
令
年
金
を
、
受
け
る
機
会
を
失

い
、
年
金
制
度
の
立
場
か
ら
は
、
再

び
元
の
ス
タ
ー
ト
に
も
ど
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
脱

退
手
当
金
を
請
求
す
る
場
合
は
、
老

後
の
生
活
設
計
の
点
か
ら
も
、
よ
く

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
な
か
に
、
年
金
制
度

の
あ
る
職
場
を
退
職
さ
れ
た
ま
ま
、

二
十
年
に
満
た
な
い
人
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
わ
す
れ
す
に
国
民
厳
金
に
加

入
し
て
、
通
算
老
令
年
金
の
支
給
要

件
を
、
満
た
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を
持
参

し
て
、
役
場
社
会
厚
生
課
窓
口
ま
で

お
い
で
下
さ
い
。

減
税
の

　
納
税
に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
ご
協

力
た
ま
わ
り
、
感
謝
に
た
え
ま
せ

ん
。
　
昭
和
四
十
三
年
度
も
、
前
年
に
続

い
て
、
各
税
と
も
に
百
％
収
納
と
な

　
国
は
年
々
の
国
民
所
得
の
向
上
に

よ
る
財
政
事
情
の
好
転
等
を
勘
案
し

かり

舅
繕
盤
顎
心
一 お

知
ら

　
　
　
　
　
　
　
ぜ

先
頃
地
方
科
法
の
改
正
を
行
な
い
減

税
施
策
を
示
し
ま
し
た
．
ご
れ
に
よ

る
村
県
民
税
関
係
に
つ
い
て
、
大
要

を
別
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
中
里
村
で
は
、
住
民
の
税

負
担
軽
減
を
は
か
り
た
い
も
の
と
、

こ
の
郡
市
に
先
ん
じ
て
、
所
得
割
の

税
率
引
下
げ
を
行
な
い
、
独
自
の
減

税
施
策
を
と
り
、
こ
れ
を
年
次
計
画

を
も
っ
て
す
す
め
て
ゆ
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

　
税
は
何
と
申
し
ま
し
て
も
、
村
の

発
展
に
直
接
つ
な
が
る
自
主
財
源
で

あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
こ

そ
、
完
納
を
期
待
で
き
る
も
の
、
今

後
と
も
一
層
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

［
す
．

ダ
ム
放
流
の
サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
鳴
に
つ
い
て

釣
侃
礁
藻
隷
魅

業
等
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
と
き
ど

き
貯
っ
た
水
を
流
す
た
め
、
川
の
水

が
急
に
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

貯
っ
た
水
を
流
す
場
合
は
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
危
険
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
サ
イ
レ
ン
の
音
色
が
、

火
災
報
知
の
サ
イ
レ
ン
と
似
て
い
る

た
め
、
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
当
所
で
は
、
混
乱
の

な
い
よ
う
音
色
を
変
え
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情

で
直
ち
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
．
混
乱
の
な
い
よ
う
鳴
ら
し

方
を
十
分
ご
存
知
い
た
だ
く
た
め
、

左
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
記

①
サ
イ
レ
ン
は
次
の
と
お
り
鳴
ら
し

ま
す
。

　
約
一
分
ー
休
止
ー
約
一
分
－
休
止

－
約
一
分

昭和44年度
（改正後）

昭和43年度
（改正前）

男ij種

20，000円

00，000

60，000

70，000

70，000

70，000

70，000

lG，000円

90．OOO

50，000

60，000

60，000

60，000

60．OOO

除
除
除
除

控
控
控
控

　
　
者
　
　
者

礎
偶
養
害

基
配
扶
障
老年者控除

寡婦控除
勤労学生控除

完全給与制

　150，000円

青170，000円

白llO，000

専従者給与

限　度　額

300，000円280，000円非課税限度額

②
天
災
な
ら
び
に
発
電
所
の
不
意
の

亭
故
等
で
事
前
に
連
絡
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
③
川
原
で
作
業
を
さ
れ
る
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
最
寄
り
の
次
の
事
業
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
◎
連
絡
先

藁
京
電
嚢
建
、
縷
川
篭

一
所
、
津
南
町
大
字
三
箇
、
電
話
越
後

一
田
沢
八
番
、
大
割
野
三
十
一
申
番

謡
京
電
嚢
会
社
、
縷
川
電

｝
カ
所
）

〈
お
し
ら
せ
〉

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

　
仕
上
げ
工
、
電
工
、
自
動
車
整
備

工
、
左
官
、
建
築
大
工
、
木
工
に
つ

い
て
実
施
し
ま
す
。

◎
学
科
試
験
七
月
二
十
日
（
日
）

　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
高
田
市

◎
実
技
試
験

　
八
月
二
十
四
日
、
電
工
、
建
築
大

　
工
　
八
月
二
十
七
日
、
自
動
車
整
備
工

　
八
月
二
十
九
日
、
仕
上
げ
工

　
八
月
三
十
一
日
、
左
官
、
木
工

◎
受
験
資
格
～
だ
れ
で
も
受
験
で
き

ま
す
．

◎
受
験
申
請
〆
切
日

　
七
月
五
日
ま
で

◎
受
験
手
数
料
～
二
手
円

　
く
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は

も
よ
り
の
職
業
訓
練
所
叉
は
役
場
産

一
業
課
に
翁
た
づ
ね
下
さ
い
．

犬
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
改
正

　
　
　
　
　
　
　
愛
犬
家
の
皆
様
ご
注
意
を

◇
改
正
点

①
従
来
の
新
潟
県
飼
犬
取
締
り
条
例

が
新
潟
県
犬
取
締
り
条
例
と
変
り
ま

し
た
。

②
犬
が
万
一
他
人
に
か
み
つ
い
た
場

合
飼
主
は
、
獣
医
師
に
診
断
を
受
け

さ
せ
、
保
健
所
長
に
届
け
出
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
か
ま
れ
た
人
は
、
俣
健
所
長
に
届

け
出
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

④
野
犬
等
は
薬
殺
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

⑤
昭
和
四
十
四
年
六
月
一
日
よ
り
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

公
民
舖
報

原
稿
募
集

　
建
設
的
な
意
見
や
感
想
、
ま
た
、

詩
、
短
歌
、
俳
旬
、
随
筆
な
ど
、
公

民
舘
あ
て
投
稿
し
て
下
さ
い
。
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“
ひ
き
に
ず

　
　
　
　
　
　
　
蛋
　
〃

交
通
事
故
は
す
ぐ
警
察
へ

か
を
見
て
下
さ
い
。
た
と
え
ぱ
、
赤

い
乗
用
車
で
、
ナ
ン
バ
ー
が
「
新
ち

あ
一
二
～
三
四
」
と
い
う
車
な
ら
、

「
赤
い
乗
用
車
で
，
新
潟
ナ
ン
パ
ー

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

バ
ー
は
、
す
ぐ
メ
モ
し
て
下

④
積
荷
の
状
態
等

積
荷
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
垂

▼
ナ
ン
パ
ー
を
覚
え
る
コ
ツ

ひ
き
に
げ
（
あ
て
に
げ
）
事
故
の

検
挙
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
ひ

き
に
げ
亭
故
を
目
撃
さ
れ
た
ら
、
次

「
ビ
ー
ス
（
煙
草
）
の
箱
の
色
と
同

じ
濃
い
藍
色
』
の
よ
う
に
、
比
較
さ

れ
る
色
で
、
で
き
る
だ
け
正
確
に
。

①
ナ
ン
パ
ー

〔
イ
〕
全
部
覚
え
て
い
た
だ
く
の
に

最
初
の
番
号
は
一
、
二
で
す
」
と
通

報
し
て
下
さ
れ
ぱ
、
十
分
犯
人
の
車

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
ハ
〕
ま
た
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
背
番

号
（
土
砂
、
運
搬
大
型
自
動
車
の
表

ご
あ
い

　
　
　
　
十
日
町
警

　
　
　
　
　
　
　
　
巡

私
は
＋
日
町
警
祭
署
の
但

の
順
序
で
す
ぐ
通
報
し
て
下
さ
い
。

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま

示
番
号
）
に
つ
い
て
も
、
ナ
ン
バ
ー

課
か
ら
当
駐
在
所
に
参
り
喜

①
車
の
型

す
四
っ
の
数
字
の
う
ち
、
最
初
の
二

と
同
じ
要
領
で
通
報
し
て
下
さ
い
。

島
で
す
。
広
田
部
長
同
様
ト

ト
ラ
ッ
ク
か
、
乗
用
車
か
、
ラ
イ
ト

っ
を
覚
え
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ぱ

〔
二
〕
事
故
を
目
撃
さ
れ
た
方
は
、

お
願
い
し
ま
す
。
仕
事
の
ナ

パ
ン
か
。

何
十
万
台
と
い
う
車
を
数
百
台
に
限

被
害
者
の
救
護
等
の
た
め
、
せ
っ
か

と
し
て

②
車
の
色

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
覚
え
た
ナ
ン
バ
ー
を
忘
れ
た
り
、

一
、
交
通
事
故
を
な
く
し
士

単
に
青
色
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

〔
ロ
〕
次
に
新
潟
ナ
ン
バ
ー
か
ど
う

覚
ゼ
違
い
を
す
る
例
が
、
た
ま
に
あ

二
、
犯
罪
の
予
防
と
発
生

体
育
で
体
力
つ
く
り
を

W
－

学
校
開
放
日
の
お
し
ら
せ

昭
和
四
十
二
年
よ
り
、
田
沢
小
、

毎
週
水
、
金
曜
日
、
午
後
七
時
～

中
学
校
体
育
舘
を
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ

九
時
三
＋
分

普
及
振
興
の
た
め
、
学
校
体
育
施
設

種
目
“
排
球
、
籠
球
、
柔
道

の
一
般
利
用
（
学
校
開
放
）
を
行
な

◇
田
沢
小
学
校

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
田
沢

毎
週
火
、
木
曜
日
、
午
後
六
時
5

小
中
学
校
の
ほ
か
に
、
貝
野
、
倉
俣

九
時
三
＋
分

．
鉛

漁

中
学
校
を
も
開
放
す
る
こ
と
に
な
り

種
目
”
剣
道
、
卓
球

ま
し
た
。

◇
倉
俣
中
学
校

事
務
局
（
公
民
舘
）
に
団
体
登
録

毎
週
月
、
火
、
木
曜
日
、
午
後
七

し
て
あ
れ
ぱ
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

－
時
三
＋
分
～
九
時
三
＋
分

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
健
康
保
持
に

種
目
u
排
球
、
卓
球

体
力
の
増
強
に
初
心
者
も
気
軽
に
参

◇
貝
野
中
学
校

珂

加
し
て
下
さ
い
。
な
お
各
学
校
体
育

毎
週
月
、
土
曜
日
、
午
後
七
時
三

ノ

舘
の
開
放
日
は
次
の
と
拘
り
で
す
。

＋
分
～
九
蒔
三
＋
分
ま
で

、

◇
田
沢
中
学
校

一
た
人
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
ボ
デ
ー
に

勇
は
建
か
ど
う
か
・
な
ど
も

　
雇
し
て
下
蕊
．

　
　
　
　
　
　
さ
つ

十
日
町
警
察
署
田
沢
駐
在
所

　
　
　
　
巡
査
部
長
　
川
　
島

写真は開放日を利用しての排球練習

　
　
　
　
　
　
　
貞
　
士
・

　
す
み
や
か
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

三
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に
っ
い
て

ご
協
力
下
さ
い
。

　
こ
の
三
点
を
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
に
、
積
極
酌
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
追
々
皆
様
の
ご
家
庭
に
直
接

お
伺
い
し
て
、
お
話
し
し
た
い
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
現
在
時

期
的
に

一
、
子
供
の
飛
び
出
し
変
通
事
故

二
、
子
供
の
水
死
事
故

　
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
子

供
さ
ん
が
け
が
を
し
た
り
、
死
亡
し

た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
か
さ

ね
が
さ
ね
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。
当
駐
任
所
に
参
り

ま
し
て
日
が
あ
さ
い
の
で
、
仕
事
も

思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
す
、
皆
様
に

何
か
と
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
［
生
懸
命

皆
様
に
奉
仕
し
、
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
駐
在
所
に
し
た
い
と
考
え
て

詫
り
ま
す
の
で
ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご

指
導
を
わ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
里
村
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
役
目
貝
決
ま
る

　
中
里
村
体
育
協
会
で
は
、
こ
の
程

役
員
改
選
を
し
、
次
の
人
達
が
新
役

員
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◆
新
役
員

▽
会
長
戯
．
伽
野
政
男
（
田
沢
小
学
校

長
）
▽
副
会
長
日
斉
藤
大
馨
（
公
浅

舘
長
）
▽
副
会
長
“
高
橋
信
雄
（
倉

俣
）
▽
野
球
部
長
“
桑
原
秀
一
（
中

里
農
協
）
▽
剣
道
部
長
u
山
田
正
智

（
上
山
）
▽
排
球
部
長
”
大
島
康
太

郎
（
芋
沢
）
▽
卓
球
部
長
日
富
井
利

明
（
市
之
越
）
▽
柔
道
部
長
ほ
冨
井

正
市
（
如
来
寺
）
▽
籠
球
部
艮
“
山

本
健
吉
（
山
崎
）
▽
ス
キ
ー
部
長
n

岡
村
多
加
志
（
同
）
▽
陸
上
競
技
部

長
“
高
井
忠
博
（
田
中
）
▽
事
務
局

“
村
山
詔
平
（
役
場
）

　
　
事
業
所
統
計
調

　
　
査
実
施

　
来
る
七
月
一
日
を
期
し
て
全
国
い

っ
せ
い
に
第
九
回
目
の
事
業
所
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
国
中
の
全
産

業
の
事
業
所
に
つ
い
て
基
本
的
な
事

項
を
調
査
し
て
、
わ
が
国
の
産
業
構

葦
明
ら
か
に
し
、
行
政
諸
施
策
の

立
案
等
に
資
す
る
と
と
も
に
、
各
種

統
計
調
査
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
事
業

所
の
協
力
に
よ
り
立
派
な
成
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
ヤ
ミ
酒
を

　
　
　
　
一
掃
し
よ
・
つ

　
ど
ぶ
ろ
く
、
ぶ
ど
う
酒
な
ど
の
密

造
は
最
近
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
良
識
と
自
覚
に
よ
る
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
跡
を
断
ち

ま
せ
ん
。
酒
類
の
密
造
は
、
国
家
の

財
政
上
の
支
障
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
非
衛
生
で
健
康
上
も
有
害
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法

律
違
反
は
家
庭
を
暗
く
し
ま
す
。
明

る
い
家
庭
、
村
づ
く
り
に
密
造
の
悪

習
を
、
皆
ん
な
の
力
で
一
掃
し
ま
し

ょ
う
。　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
i
六
月
の
俳
句
－

　
　
　
　
　
　
　
村
山
え
つ
お
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

湯
上
り
の
素
足
へ
著
お
に
よ
も
ぎ
の

花
の
風

（
徴
風
を
受
け
る
入
浴
後
の
爽
快
さ

　
は
、
全
く
同
感
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
の
蛙

朝
露
を
こ
ぽ
し
て
茄
子
の
初
蕾

音
た
て
て
水
の
来
て
い
る
植
田
か
な

（
二
句
と
も
農
人
ら
し
き
佳
句
。
観

　
察
も
的
確
で
あ
り
、
満
足
感
も
よ

　
く
表
現
さ
れ
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

苗
束
の
わ
ら
輪
の
ま
ま
に
浮
く
植
田

後
継
の
子
と
水
を
見
に
梅
雨
の
笠

　
　
　
　
　
　
　
（
四
面
へ
続
く
）


